
 「第１４回 医療と教育の研究会  千葉」の開催にあたって 
 

  『医療と教育の研究会 千葉』は，平成１３年に「医療的ケアが必要な子ども達の生活
を教育としてどのように支援していったらよいのか」ということを柱に，情報交換や私
達の学習の場として発足しました。年に１～２回のペースで開催しながら，国や県の動
向を学び，各学校での実践報告・情報交換を行うことで，子ども達が健康に笑顔で学習
に取り組む支援内容や方法を探ってきました。この間，国のガイドラインから県のガイ
ドラインが整えられ，看護師の配置や県主催による医療的ケア新規担当者研修，医療的
ケア連絡協議会の開催等，各分野の方々のご理解とご指導により，子ども達や保護者は
もちろん，医療的ケアに関わる教員も安心して実施できる体制になりました。 

 平成２５年度は医療的ケアを実施している県立特別支援学校は県内２０校になり，オ
ブザーバー校が５校と聞いております。また少し違う形ですが，いくつかの市の小・中
学校でも看護師による医療的ケアの対応がはかられてもいます。 

平成２４年４月より介護保険法等の一部を改正する法律による社会福祉士及び介護福
祉士法の一部改正に伴い，一定の研修を受けた介護職員等は一定の条件の下に痰の吸引
等の医療的ケアが可能になりました。これを受け，これまで実質的違法性阻却の考え方
に基づいて医療的ケアを実施してきた特別支援学校の教員についても，制度上法的根拠
を元に実施することが可能となりました。また卒業後の施設等でも同様にできることか
ら，学校での実施が生かされていくと考えられます。 

これまでいろいろな流れの中で，千葉県における医療的ケアは進んできました。今は，
学校での医療的ケアは普通に行われることと捉えられていますが，私達は千葉県の医療
的ケアの原点である，平成９年の「児童生徒の生命を支え，学習を成立させるための必
須の援助行為であり，『教育上の医療的配慮を要する援助行為』として捉え」というこ
とを忘れずに，「教育としての医療的ケア」に常にたちかえりながら進めていくことが
重要なことと考えています。 

今年もまた「子ども達のよりよい生活，人生へとつなげていくためにはどうしたらよ
いか」という観点を基軸にし，子ども達と関わる方々と連携し，子ども達に直接関わる
みなさんとともに話し合い，考え，協働していくために「第１４回 医療と教育の研究会 
千葉」を開催したいと思います。 

 また平成２３年の東日本大震災の教訓を活かし，震災時に対する備え等の情報交換も
できればと考えております。今年は，宮城県で東日本大震災にあい，被災された多くの
方を支援された，田中総一郎先生をお迎えし，防災についてみなさんと一緒に考えてい
く場としたいと考えています。たくさんの課題のある中，現場に役立つ有意義な会にし
ていきたいと考えております。ぜひご参加下さい。 
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第１４回 「医療と教育の研究会千葉」 
 
 １ 日時   ２０１３年８月２４日（土）   １３：３０～１７：００ 
 
 ２ 場所  千葉市生涯学習センター（大研修室） 
               千葉市中央区弁天３－７－７  
               ＴＥＬ ０４３（２０７）５８１１ 
 
 ３  プログラム 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 （１）開会                                            １３：３０～ 
       医療と教育の研究会千葉開催にあたって 
         事務局代表あいさつ          
 
 （２）報告                                             １３：３５～ 
   ①「医療的ケアを通して大切にしてきたこと」（実践報告）  （３０分） 

 ～豊かな卒業後の生活をめざして～」 
 
          千葉県立桜が丘特別支援学校教諭  鈴木 敦子 様 
                              保護者    竹中 久美子様 
                                      
    ②「 災害と子どもたち 笑顔を守り未来を築くためにできること 」（120分） 

            東北大学大学院医学研究科 准教授    田中 総一郎 様 

            
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  休         憩   
  
 （３）質疑応答                                １６：４０～ 
 
 （４）閉会                                    １７：００ 

 
 

 
４ 参加費   ８００円（会場費、資料ほか） 
 
５  その他 
    会場の都合で定員１００名を予定しております。 

早めのお申し込みをお待ちしております。      締めきり：７月１０日（金） 
   
  ※連絡・問い合わせ・申し込み先 
    林    啓子（袖ケ浦特別支援学校） ＴＥＬ  ０４３（２９１）６９２２ 
                                     ＦＡＸ   ０４３（２９２）１７０６ 
     

高柳 ふみ             Ｅ－mail haa＠olive.ocn.ne.jp      


